
要求公表・予算案公表

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

H25

 概算事業費（B（A）+C） 555,773 2,185,476 1,326,116 2,386,708

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832 826 826 826

0 0 0 0

554,941 2,184,650 1,325,290

Aの

財源

448,825 1,342,662 0 1,424,774

0 0 0 0

250,335 844,119 1,731,710 961,108

二次・三次救

急医療機関の

耐震化率

68.30% 70%以上

699,160 2,186,781 1,731,710 2,385,882

要望に対す

る補助実施

件数の割合

9／9件

(H24実

績）

9/9件

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 0 0 64,912 0

項目

当初予算 1,177,028 1,577,905 1,666,798 1,069,426

現況

（見込）

Ｈ２５

合計 2,505,955 -120,073 2,385,882

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25補正後25補正後25補正後25補正後

成果目標・

事業内容

　未耐震化の災害拠点病院等の耐震化整備事業を支援する。

　要望に対する補助実施件数の割合　７／７件。　6月補正分２／２件。

二次・三次救急医療機関の耐震化率　 68.3%→70%以上

（単位：千円）　

H26

目標

補正予算 -477,868 608,876 0 1,316,456

合計（A)

医療施設耐震化臨時特例基

金の積み増し

直接 交付金を基金に積み増し 1,424,774 0 1,424,774

～ H28

医療施設耐震化臨時特例基

金の運用

直接

補助金として支出するまでの間、基金を適切に管理

運用

999 0 999

（補正後）

医療施設耐震化臨時特例補

助事業

補助 耐震化指定医療機関の耐震化整備事業を支援 1,080,182 -120,073 960,109

項目 実施方法 H25実施内容

（補正前） （2月補正）

目指す姿

現状

　病院の病棟が老朽化しているため、大規模地震等の災害が発生したときに、医療の提供が出来なくなったり、入院患者が被害を被っ

たりすることが想定される。

○　病院の耐震化の状況

　・　災害拠点病院　　10病院中　7病院が耐震化済み　　　・救命救急センター　2病院中　1病院が耐震化済み

　・　二次救急医療機関　85病院中　46病院が耐震化済み

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 　厚生労働省「医療施設耐震化臨時特例交付金交付要綱」

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　災害拠点病院等の耐震化を図り、大規模地震等の災害時における医療提供体制の確保と入院患者等の安全の確保を目指す。
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事　業　名 医療施設耐震化臨時特例補助金医療施設耐震化臨時特例補助金医療施設耐震化臨時特例補助金医療施設耐震化臨時特例補助金
担

当

課

部局 健康福祉部

課・室 医療推進課

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail iryo.pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

6-1　健康で長生きできる地域づくり                         

◆　医療施策の充実 実施期間 H21


